
 

2026年 11月 1日（日） 

特祷 諸聖徒日 （A年） 

全能の神
かみ

よ、あなたは、主
しゅ

に選
えら

ばれた人
ひと

びとを結
むす

び合
あ

わせ、み子
こ

イエス・キリストの体
からだ

である公
こう

会
かい

に

連
つら

ね、その交
まじ

わりにあずからせてくださいました。どうかわたしたちに恵
めぐ

みを与
あた

え、祝
しゅく

福
ふく

された聖
せい

徒
と

たちにならって常
つね

に徳
とく

を立
た

て、清
きよ

く正
ただ

しく生
い

き、終
お

わりの日
ひ

に心
こころ

から主
しゅ

を愛
あい

する者
もの

のために備
そな

えられた

言
こと

葉
ば

では言
い

い表
あらわ

せない喜
よろこ

びにあずからせてください。主
しゅ

イエス・キリストによってお願
ねが

いいたします｡ 

アーメン 

旧約聖書 シラ書 第 44章 1節～14節 

1誉
ほま

れ高
たか

き人
ひと

々
びと

をたたえよう、我
われ

々
われ

の歴
れき

代
だい

の先
せん

祖
ぞ

たちを。 

2主
しゅ

は大
おお

いなる栄
えい

光
こう

を現
あらわ

し、世
よ

の初
はじ

めからその威
い

光
こう

を示
しめ

された。 

3先
せん

祖
ぞ

たちのある者
もの

は国
くに

々
ぐに

を支
し

配
はい

し、武
ぶ

勇
ゆう

によって名
な

を輝
かがや

かせた。 

 ある者
もの

は思
し

慮
りょ

に富
と

んだ勧
すす

めを与
あた

え、預
よ

言
げん

の言
こと

葉
ば

を語
かた

った。 

4ある者
もの

は英
えい

断
だん

と法
ほう

規
き

の知
ち

識
しき

をもって民
たみ

を導
みちび

き、知
ち

恵
え

ある言
こと

葉
ば

で人
ひと

々
びと

を教
おし

えた。 

5またある者
もの

は楽
がく

の音
ね

を究
きわ

め、詩
しいか

歌を書
か

き記
しる

した。 

6またある者
もの

は力
ちから

に恵
めぐ

まれ富
とみ

を得
え

て、自
じ

分
ぶん

の家
いえ

で安
やす

らかな時
とき

を過
す

ごした。 

7先
せん

祖
ぞ

たちは皆
みな

、その時
じ

代
だい

に誉
ほま

れを受
う

け、生
しょう

涯
がい

にわたって、人
ひと

々
びと

の誇
ほこ

りであった。 

8しかし、先
せん

祖
ぞ

たちの中
なか

には、後
こう

世
せい

に名
な

を残
のこ

し、輝
かがや

かしく語
かた

り継
つ

がれている者
もの

のほかに、9忘
わす

れ去
さ

られた

者
もの

もある。 

 彼
かれ

らは、存
そん

在
ざい

しなかったかのように消
き

え去
さ

り、あたかも生
う

まれ出
で

なかったかのようである。 

 彼
かれ

らの子
し

孫
そん

も同
どう

様
よう

であった。 

10しかし慈
じ

悲
ひ

深
ぶか

い先
せん

祖
ぞ

たちの正
ただ

しい行
おこな

いは忘
わす

れ去
さ

られることはなかった。 

11彼
かれ

らの子
こ

らのもとに、良
よ

き遺
い

産
さん

、孫
まご

たちが残
のこ

る。 

12彼
かれ

らの子
し

孫
そん

は契
けい

約
やく

を守
まも

り、先
せん

祖
ぞ

たちに倣
なら

ってその子
こ

供
ども

たちも契
けい

約
やく

を守
まも

る。 

13彼
かれ

らの子
し

孫
そん

はとこしえに続
つづ

き、その栄
えい

光
こう

は消
き

え去
さ

ることがない。 

14先
せん

祖
ぞ

たちのなきがらは安
やす

らかに葬
ほうむ

られ、その名
な

はいつまでも生
い

き続
つづ

ける。 

詩編 第 149編  Cantate Domino 

1ハレルヤ､新
あたら

しい歌
うた

を主
しゅ

に歌
うた

い‖ 忠
ちゅう

実
じつ

な僕
しもべ

たちの集
つど

いで神
かみ

をほめたたえよ 

2イスラエルはその造
つく

り主
ぬし

を喜
よろこ

び‖ シオンの子
こ

らはその王
おう

を喜
よろこ

べ 

3舞
まい

を献
ささ

げてみ名
な

をほめ‖ 鼓
つづみ

と琴
こと

に合
あ

わせて神
かみ

をたたえよ 

4主
しゅ

はその民
たみ

を喜
よろこ

び‖ 貧
まず

しい人
ひと

に救
すく

いの 冠
かんむり

をさずけられる 

5栄
えい

光
こう

を浴
あ

びて僕
しもべ

たちは喜
よろこ

び踊り‖ 幕
まく

屋
や

で神
かみ

に仕
つか

え、高
たか

らかに歌
うた

う 

6彼
かれ

らの口
くち

には神
かみ

への賛
さん

美
び

‖ 手
て

には鋭
するど

い剣
つるぎ

がある 

7諸
しょ

国
こく

はその報
むく

いを受
う

け‖ その民
たみ

は鎮
しず

められ 

8諸
しょ

国
こく

の王
おう

は鎖
くさり

によって‖ 諸
しょ

侯
こう

はかせでつながれる 

入堂： 

聖歌 204 

奉献： 

聖歌 219 

退堂： 

聖歌 205 



 

9これは定
さだ

められた審
さば

きを果
は

たすため‖ すべて忠
ちゅう

実
じつ

な僕
しもべ

たちの誉
ほま

れ、ハレル―ヤ 

使徒書 ヨハネの黙示録 第 7章 1節～9節 

9この後
あと

、わたしが見
み

ていると、見
み

よ、あらゆる国
こく

民
みん

、種
しゅ

族
ぞく

、民
みん

族
ぞく

、言
こと

葉
ば

の違
ちが

う民
たみ

の中
なか

から集
あつ

まった、だ

れにも数
かぞ

えきれないほどの大
だい

群
ぐん

衆
しゅう

が、白
しろ

い衣
ころも

を身
み

に着
つ

け、手
て

になつめやしの枝
えだ

を持
も

ち、玉
ぎょく

座
ざ

の前
まえ

と小
こ

羊
ひつじ

の前
まえ

に立
た

って、10大
おお

声
ごえ

でこう叫
さけ

んだ。「救
すく

いは、玉
ぎょく

座
ざ

に座
すわ

っておられるわたしたちの神
かみ

と、小
こ

羊
ひつじ

との

ものである。」11 また、天
てん

使
し

たちは皆
みな

、玉
ぎょく

座
ざ

、長
ちょう

老
ろう

たち、そして四
よっ

つの生
い

き物
もの

を囲
かこ

んで立
た

っていたが、

玉
ぎょく

座
ざ

の前
まえ

にひれ伏
ふ

し、神
かみ

を礼
れい

拝
はい

して、12こう言
い

った。「アーメン。賛
さん

美
び

、栄
えい

光
こう

、知
ち

恵
え

、感
かん

謝
しゃ

、誉
ほま

れ、力
ちから

、

威
い

力
りょく

が、世
よ

々
よ

限
かぎ

りなくわたしたちの神
かみ

にありますように、アーメン。」 

 13すると、長
ちょう

老
ろう

の一人
ひ と り

がわたしに問
と

いかけた。「この白
しろ

い衣
ころも

を着
き

た者
もの

たちは、だれか。また、どこか

ら来
き

たのか。」14そこで、わたしが、「わたしの主
しゅ

よ、それはあなたの方
ほう

がご存
ぞん

じです」と答
こた

えると、長
ちょう

老
ろう

はまた、わたしに言
い

った。「彼
かれ

らは大
おお

きな苦
く

難
なん

を通
とお

って来
き

た者
もの

で、その衣
ころも

を小
こ

羊
ひつじ

の血
ち

で洗
あら

って白
しろ

くし

たのである。 

 15 それゆえ、彼
かれ

らは神
かみ

の玉
ぎょく

座
ざ

の前
まえ

にいて、昼
ひる

も夜
よる

もその神
しん

殿
でん

で神
かみ

に仕
つか

える。玉
ぎょく

座
ざ

に座
すわ

っておられる

方
かた

が、この者
もの

たちの上
うえ

に幕
まく

屋
や

を張
は

る。16彼
かれ

らは、もはや飢
う

えることも渇
かわ

くこともなく、太
たい

陽
よう

も、どのよう

な暑
あつ

さも、彼
かれ

らを襲
おそ

うことはない。17玉
ぎょく

座
ざ

の中
ちゅう

央
おう

におられる小
こ

羊
ひつじ

が彼
かれ

らの牧
ぼく

者
しゃ

となり、命
いのち

の水
みず

の泉
いずみ

へ導
みちび

き、神
かみ

が彼
かれ

らの目
め

から涙
なみだ

をことごとく、ぬぐわれるからである。」 

福音書 マタイによる福音書 第 5章 1節～12節 

1イエスはこの群
ぐん

衆
しゅう

を見
み

て、山
やま

に登
のぼ

られた。腰
こし

を下
お

ろされると、弟
で

子
し

たちが近
ちか

くに寄
よ

って来
き

た。 

2そこで、イエスは口
くち

を開
ひら

き、教
おし

えられた。 

3「心
こころ

の貧
まず

しい人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、天
てん

の国
くに

はその人
ひと

たちのものである。 

4悲
かな

しむ人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは慰
なぐさ

められる。 

5柔
にゅう

和
わ

な人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは地
ち

を受
う

け継
つ

ぐ。 

6義
ぎ

に飢
う

え渇
かわ

く人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは満
み

たされる。 

7憐
あわ

れみ深
ぶか

い人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは憐
あわ

れみを受
う

ける。 

8心
こころ

の清
きよ

い人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは神
かみ

を見
み

る。 

9平
へい

和
わ

を実
じつ

現
げん

する人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは神
かみ

の子
こ

と呼
よ

ばれる。 

10義
ぎ

のために迫
はく

害
がい

される人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、天
てん

の国
くに

はその人
ひと

たちのものである。 

11わたしのためにののしられ、迫
はく

害
がい

され、身
み

に覚
おぼ

えのないことであらゆる悪
あっ

口
こう

を浴
あ

びせられるとき、あ

なたがたは幸
さいわ

いである。12喜
よろこ

びなさい。大
おお

いに喜
よろこ

びなさい。天
てん

には大
おお

きな報
むく

いがある。あなたがたよ

り前
まえ

の預
よ

言
げん

者
しゃ

たちも、同
おな

じように迫
はく

害
がい

されたのである。」 

予定  

11/8：聖霊降臨後第 24主日 [アモ 5:18–24、詩 70、Iテサ 4:13–18、マタ 25:1–13] 

11/15：聖霊降臨後第 25主日 [ゼパ 1:7, 12–18、詩 90:1–12、Iテサ 5:1–10、マタ 25:14–30] 

 

祈りましょう 

⚫ ｷﾘｽﾄ教会(ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾆｭｰ

ﾖｰｸ)、諸聖徒教会(ﾎﾉ

ﾙﾙ) 

⚫ 教区の教会ボランテ

ィア 
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